





















































































































































































































































































































































































































































































































住宅名 建築年（年） 延べ床面積（㎡） 購入価格（万円）
住宅A 1999 199．28 一
住宅B 1997 260．15 一
住宅C 1999 152．91 3500
住宅D 1998 142．42 2700
住宅E 1998 135．06 2500






住宅名 家族人数 ’別男 女 世帯主年齢 世帯主職業 収　　入
住宅A 2人 1人1人 72歳 ・無職 200～400万円未満
住宅B 1人 1人 51歳 会社員 600～800万円未満
住宅C 2人 1人 1人 無職 200～400万円未満
住宅D 5人 4人1人 38歳 会社員 600～800万円未満
住宅E 3人 1人2人 44歳 公務員 1000～1500万円未満
住宅F 一 一 一 一 一 一
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（3）住宅の熱的性能
　調査対象住宅における気密性能と熱損失係数といった熱的な性能値の測定，および算出
結果を，表3・6に示す。なお，気密測定は減圧法により隙間相当面積を算出し，熱損失係
数は設計図書に基づき算出を行なった。
　調査対象住宅の隙間相当面積についてみると，最大7．4cm2！㎡から最小0．8cm21㎡で，平
均値は約4．6cm21㎡である。気密住宅としての一っの目安である5．O　cm21㎡により住宅を分
類すると，気密性能の高い住宅（隙間相当面積5．Ocm2！㎡以下）は住宅C，　Eの2戸，気
密性能の低い住宅は住宅A，B，　D，　Fの4戸となる。
　次に，調査対象住宅の熱損失係数にみると，3戸の住宅（住宅C，E，　F）において数値
が未定であるが，これは設計図書から断熱材の種類が特定できない事などにより算出が出
来ない住宅であり，現在追加の調査を実施しているものである。熱損失係数が算出された
住宅A，B，　Dでは，いずれも新省エネルギー基準において新潟県が属する皿地域の基準
値である2．7kca11㎡h℃以下であるが，平成11年3月に施行された次世代省エネルギー基
準における2．32kcaV㎡h℃（2．7W／㎡℃）を満たす住宅は住宅Bのみである。
表3－6調査対象住宅の熱的性能
住宅名 隙間相当面積（cm／㎡） 熱損失係数（kca1／㎡h℃）
住宅A 7．4 2．46
住宅B 5．7 2．22
住宅C 1．7 一
住宅D 5．1 2．39
住宅E 0．8 一
住宅F 7．0 一
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3．2夏季における室内温熱環境
　夏季における室内温湿度の日変動の事例を，図3・1と図3・2に示す。解析の用いたデー
タは，6～7日間の連続を行った期間の時間別平均値である。
　代表的な室内温度の日変動は，明け方6：00～7：00頃に最低値を示し，夕方15：00～16：00
頃に最高値を示している。住宅Dの熱損失係数は小さいものの居間めグローブ温度は1居
間の床上1．1mの気温よりも若干ではあるが高い値を示しており，’放射の影響が伺える。
　室内湿度の日変動では，65～80％の範囲あり，やや高い値で安定して推移している。住
宅Dの場合・19：00頃に急激に湿度が低下しているが，団らん時の冷房の影響と考えられ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
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　　　　　図3－1夏季における室内温度の日変動の事例（住宅D）
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　　　　　図3－2夏季における室内湿度の日変動の事例（住宅D）
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　次に，室内温熱環境の快適性に関わる居間の上下温度差（床上1．1m一床上0．05m）と
室間温度差（居間床上1．1m温度一他室床上1．1m温度）の状況について解析した結果を，
図3・3と図3・4に示す。図は，横軸を居間床上1．1mの気温，縦軸を上下温度差，または
室間温度差とし，住宅毎の測定値をプロットしたものである。
　上下温度差と室温の関係に？いてみると，夏季においては調査対象住宅の上下温度差は
最大でも1．4℃以下である。室間温度差についても居間との温度差は±2℃の範囲にある。
この様なことから，夏季においては窓の開閉などといった開放的な生活が行われており，
顕著な気温分布は生じ難いものと考えられる。また，上下温度差および室間温度差が負の
値を示す場合があり冷房の影響が見受けられるが，温度分布の程度は前述のように小さく
なっていた。
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図3－3夏季における居間の上下温度差と室温の関係
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図3－4夏季における室間温度差と居間室温の関係
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）3．2冬季における室内温熱環境
　冬季における室内温湿度の日変動の事例を，図3・5と図3・6に示す。代表的な室内温度
の日変動は，朝の6：00～7：00，および夕方17：00～24：00といった居住者が居間で活動す
る時間帯に合わせて室温が上昇し，日中および深夜といった居間不在時には室温が低下す
る。特に気密測定の結果より熱的性能値が高いと考えられる住宅君では，天井付近め温度
が上昇しており，暖房による影響が顕著に現われ，他室の室温は一日を通じて安定した変
動を示している。
　室内湿度の日変動は，住宅Eの場合，一日を通じて居間では25～35％程度，他室では
45～50％の範囲で安定した変動を示す。夏季に比べ冬季の居間の相対湿度は低い値となり，
特に熱的性能値の高いと考えられる住宅Eでは，その傾向が顕著であると考えられる。
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図3－5冬季における室内温度の日変動の事例（住宅E）
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　　　　　図3－6冬季における室内湿度の日変動の事例（住宅E）
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　次に，冬季における居間の上下温度差（床上1．1m一床上0．05m）と室間温度差（居間
床上1．1m温度一他室床上1．1m温度）について解析した結果を，図3・7と図3・8に示す。
　上下温度差についてみると，冬季の場合には夏季とは明らかに異なり，上下温度差が室
温の上昇に伴い生じていることが分かる。特に住宅Fでは室温が20℃付近で4～8℃の上
下温度差が生じている。また，住宅Eでは住宅Fと同様に室温が高いことにも関わらず，
上下温度差は1℃以下となり，上下温度差の性状は住宅条件により大きく異なると言える。’
　次に室間温度差についてみると，上下温度差と同様に夏季に比べ冬季では室間温度差が
大きくなる傾向にあり，上下温度差と同様に住宅Fで最大16℃程度の差を示し，住宅E
の室間温度差は4℃以下である。この様なことから，上下温度差と室間温度差の性状には
相互の関連性があり，夏季よりも冬季において顕著に現われると考えられる。
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図3－7冬季における居間の上下温度差と室温の関係
25
●住宅B
n住宅E
w住宅F 累
0 　5　　　　　　　　10　　　　　　　　15　　　　　　　20
　　　　　　　居間温度・°C（床上1．1m）
図3－8冬季における室間温度差と居間室温の関係
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）4．まとめ
　本報告では，新潟県の住宅の室内温熱環境に着目し，新潟県の気象条件，住宅条件，経
済条件の観点から新潟県の全国的な位置づけ，および県内の地域比較の結果について報告
した。さらに，新潟県の佐渡島に位置する一戸建て住宅を対象†こ住環境調査を夏季と冬季
に実施し，室内温熱環境の実態にっいて考察を行った。
　本報告により得られた結果の概要を，以下に列記する。
1．新潟県の気象条件について，月別の平年気温変動は冬季においては北陸地域に次ぐ状
況であり，夏季においては東京に近い値を示すことから，他の地域に比べ坊暑・防寒に対
する配慮が重要な地域であると考えられる。降水量においては夏季とともに冬季の降水量
が多く，日照時間も冬季においては他の地域に比べ著しく短い傾向にある。さらに，暖冷
房デグリーデーにおいては，暖房デグリーデーの比率が冷房デグリー出に比べ極めて大き
いが，東北以北の地域に比べると冷房デグリーデーの値は大きい。
2．特に，本報告において調査を行った佐渡地域の気象条件にっいては，新潟市や上越市
に比べ総合的には穏やかな状況に有ると考えられる。
3．住宅条件については，新潟県の住宅規模は他地域に比べ特に持ち家において規模が大
きく，一室当たりの居住人員も少ない傾向にある。特に佐渡地域においては，この傾向が
顕著な地域であると考えられる。
4．経済条件については，勤労世帯の一ヶ月の平均値ではあるが新潟県の住居に関わる消
費支出はほぼ全国平均に近い値を示しており，一ヶ月当たりの住居・光熱・水道・家具・
家事用品を含めた住宅関連の消費支出割合は全体の13．7％であった。
5．夏季における住宅の室内温度環境の日変動は，全体的には明け方に最低値を示し，15
時から16時頃にピークを示し，相対湿度の日変動は60％以上の高い範囲で変動する。上
下温度分布および室間温度差は，冷房の影響は見受けられるものの比較的小さな値を示す。
6．冬季における住宅の室内温度環境の日変動は，居住者の生活時間に対応して著しく温
度変動が見受けられ，相対湿度の日変動は夏季に比べ低い値で推移する。上下温度分布お
よび室間温度差では，夏季に比べ居間室温の上昇に伴い気温分布が大きくなる傾向が強く
現われるが，その程度は住宅の熱的な性能により異なる。
　以上，結果の概要について述べたが，今後においても住環境は社会情勢，技術の発展な
どのにより変化し続けるものであることから，継続的なデータの蓄積が必要であると考え
る。
21
